
 

 

 

 

 

２学期の学校評価の様子から！ 
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 ２学期に行いました学校評価の状

況を報告いたします。 

 回答結果を見ると、全体的に進んで 

学習したり、落ち着いて生活したりして 

いる様子が窺えます。これは意図的な 

指導による成果と捉えています。しか 

し、読書や言葉づかい」については、8 

割に満たない項目も見られました。 

 

【学びの基礎力づくり】 

1学期教員評価の低かった項目で 

す。そのため、計算の基礎基本を身に

付けさせようと朝学習の取組をはじめ

ました。また、各学年における漢字・計

算チャレンジテストに向けて、根気強く

取り組む姿、低学年で計算カードを一

生懸命唱える姿、九九の暗唱に挑戦す

る姿が見られました。 

 

【教員の受容・指導】 

児童との関係性において、担任が児 

童の話に耳を傾け、努力した行動を価

値付けたり認めたりすることで自己肯

定感の高まりにつながっています。ま

た、子どもたちは、トラブルや良くない

行動に対して指導されたことを正しく

受け止めていることが窺われます。今

後も児童が納得感を感じられるように

指導をしていきます。 

評価の低かった内容については今

後の課題として継続して取り組みます。 

 お忙しい中、アンケートへご協力いた

だき感謝申し上げます。 


